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〜
幻
想
的
な
目
黒
の
夕
べ
〜

　
蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
催

　
６
月
４
日
、
目
黒
地
区
の
風
物
詩
と
な
っ

た
「
蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
時
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
と

な
っ
た
目
黒
川
沿
い
の
休
耕
田
に
は
、
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
愛
好
会
の
会
長
で
も

あ
る
芝
区
長
か
ら
、
来
場
者
へ
の
歓
迎
と

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
お
礼
な
ど
を

述
べ
て
、
無
事
開
会
で
き
る
こ
と
を
喜
び

ま
し
た
。

　
続
い
て
南
小
学
校
児
童
の
発
表
が
行
わ

れ
、
一
人
一
人
が
風
景
歩
き
を
題
材
と
し

た
作
文
や
俳
句
を
発
表
し
、
合
唱
「
ほ
た

る
こ
い
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
蛍
の
畦
道
に

ぴ
っ
た
り
の
情
景
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
ふ
る
さ
と
バ
ザ
ー
が
に
ぎ
わ

い
、
目
黒
米
お
に
ぎ
り
や
う
ど
ん
、
手
作

り
菓
子
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
が
好
評
を
得
て

い
ま
し
た
が
、
今
松
野
町
で
売
り
出
し
中

の
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
梅
そ
う
め
ん
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
」
が
人
気
と
な
り
、
終
始
行
列
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
鬼
城
太
鼓
」
が
ジ
ュ

ニ
ア
団
体
の
「
森
風
」
と
と
も
に
場
内
を

練
り
歩
い
て
登
場
。
迫
力
あ
る
演
奏
で
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
町
内
外
に
フ
ァ
ン
の
多
い
「
ゆ
ず
の
香

り
」
は
、
懐
か
し
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
、
合
唱
曲
で
観
客
を

巻
き
込
ん
で
、
夕
暮
れ
の
ス
テ
ー
ジ
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
南
小
児
童
が
灯
籠
の
点
灯
式
を

行
い
、
蛍
の
畦
道
全
体
が
ほ
の
か
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が

終
了
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
暮
れ
ゆ
く
散
歩
道
を
歩
き
な

が
ら
、
畦
道
途
中
に
設
け
ら
れ
た
大
学
生

の
「
風
景
カ
フ
ェ
」
を
訪
れ
る
な
ど
、
灯

籠
の
温
か
な
灯
り
の
風
景
を
思
い
思
い
に

散
策
し
て
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　
ホ
タ
ル
愛
好
会
が
案
内
す
る
「
ホ
タ
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
で
は
、
ホ
タ
ル
の
乱
舞

の
美
し
さ
に
訪
れ
た
人
々
か
ら
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
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「ゆずの香り」のフォークステージ

日が暮れてくると畦道がほのかにライトアップされてきました

「鬼城太鼓」による迫力のある演奏

︻
ホ
タ
ル
愛
好
会
よ
り
︼

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
目
黒
の
里
ホ
タ
ル
愛
好
会
が
中

心
と
な
っ
て
企
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
開
催
に
あ
た
っ

て
は
目
黒
部
落
全
体
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
の
一
大
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
当
初
か

ら
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
大
学
生
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

も
活
動
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
小
学
校
で
は
当
日
の
出
演
は
も
と
よ
り
、

５
月
に
は
児
童
た
ち
が
地
域
を
探
索
す
る
「
風
景
歩
き
」

を
大
学
生
と
と
も
に
行
い
、
そ
の
体
験
を
も
と
に
発
表

す
る
作
品
づ
く
り
を
行
っ
て
こ
の
日
に
備
え
て
き
ま
し

た
。

　
目
黒
地
区
で
は
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
、
地

域
の
自
然
を
生
か
し
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

点灯式の様子
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春の交通安全運動

交差点　人も車も　一呼吸
　５月11日から20日までの10日間、春の全国交通安全運動が展開されました。
　町内では、初日の11日に「交通安全パレード」が実施され、鬼北交番や交通安全推進協議会の役員らが町内を一
周して事故防止の啓発活動を行いました。また、虹の森公園周辺では、プラカードを掲げ、ドライバーに安全運転

を訴える「人の輪作戦」が実施された他、同日には松

野中学校では町職員らの立ち会いのもと、通学用自転

車の点検が行われました。

　17日には松丸保育園、18日には吉野生保育園による
マスコットの配布が行われ、園児たちは、道行くドラ

イバーに手作りのマスコットを手渡しながら、交通安

全を呼びかけました。

　今年度は、県警を中心に交通死亡事故抑止“アンダー

60”達成に向けた交通安全対策を積極的に推進してお
りますが、６月５日現在で交通事故による死亡者は43
人と交通死亡事故の発生に歯止めがかからない状態で

あることから、県から「交通死亡事故多発緊急事態宣言」

が発令されております。

　車に乗る人も歩行者も交通ルール・マナーを守って

事故防止に努めてください。

　
５
月
15
日
㈰
、
中
央
公
民
館
主

催
で
、
春
の
自
然
観
察
登
山
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
登
山
日

和
と
な
り
、
滑
床
を
愛
す
る
会
の

藤
井
勝
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
、
一
路

三
本
杭
を
目
指
し
、
町
内
外
よ
り

滑
床
フ
ァ
ン
22
名
が
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
猪
の
コ
ル
か
ら
八

面
山
へ
、
た
る
み
、
桧
尾
根
か
ら

三
本
杭
で
昼
食
を
し
、
春
の
息
吹

を
感
じ
な
が
ら
展
望
美
、
森
林
美

を
満
喫
い
た
し
ま
し
た
。

　
滑
床
渓
谷
は
、
四
季
折
々
違
っ

た
表
情
を
見
せ
、
何
度
訪
れ
て
も

登
山
客
を
気
持
ち
良
く
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
す
。中
央
公
民
館
で
は
、

秋
に
も
紅
葉
の
時
期
に
登
山
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
滑
床

自
然
観
察
登
山
で
森
の
国
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
次

回
の
滑
床
登
山
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

春
の
滑
床
自
然
観
察
登
山
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念
願
の
ペ
ン
ギ
ン
の
ヒ
ナ
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
２
羽

も
。
ペ
ン
タ
と
ユ
メ
の
ペ
ア
ー
が

最
初
に
卵
を
産
ん
だ
の
は
、
４

月
12
日
。
41
日
目
の
５
月
23
日

に
孵
化
し
ま
し
た
。
２
個
目
は
４

月
15
日
に
産
卵
し
、
39
日
目
の

５
月
25
日
に
孵
化
し
ま
し
た
。
２

羽
は
両
親
に
大
切
に
育
て
ら
れ

て
い
て
、
日
に
日
に
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
ペ
ン
ギ
ン
は
、
普
通
２
個
卵

を
産
み
ま
す
が
、
外
敵
な
ど
の
た

め
、
た
い
て
い
１
羽
し
か
育
ち
ま

せ
ん
。
水
族
館
や
動
物
園
で
は
、

２
羽
と
も
成
長
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
食
欲
旺
盛
な
ヒ
ナ

の
世
話
は
大
変
で
、
親
鳥
に
大

き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

 

か
わ
い
い
ヒ
ナ
に
目
が
行
き
が

ち
で
す
が
、
大
変
な
子
育
て
を
し

て
い
る
親
の
健
康
管
理
に
も
気

を
使
っ
て
い
ま
す
。 

　
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
を
す
る
の
は
、

３
ヶ
月
後
の
８
月
中
旬
の
予
定

で
す
。
巣
立
ち
後
、
名
前
を
募

集
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
館
内
の
モ
ニ
タ
ー
で
、
ヒ

ナ
や
子
育
て
の
様
子
を
観
察
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
時
期

に
し
か
見

る
こ
と
が

で
き
な
い
、

子
育
て
の

様
子
を
是

非
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
さ
か
な
館
だ
よ
り

第
百
十
七
章
　

　
ペ
ン
ギ
ン
誕
生

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
三
年
五
月
投
句
分
）

秀
　
作

《
虹
の
森
公
園
》

葉
桜
の
振
舞
ふ
風
に
も
て
な
さ
れ 
西
予
市
　
森
川
　
英
子

佳
　
作

《
不
器
男
記
念
館
》

抱
き
合
っ
て
桜
の
下
の
道
祖
神 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
虹
の
森
公
園
》

わ
ら
ん
べ
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
田
植
か
な 

松
野
町
　
駒
山
　
忠
夫

つ
ゆ
の
な
か
み
ん
な
で
め
ぐ
る
さ
か
な
か
ん 

松
山
市
　
渡
辺
　
桃
夏

げ
ん
げ
咲
く
棚
田
に
風
の
小
競
り
合
ひ 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

大
岩
に
蟻
一
匹
や
峡
の
道 

岡
山
市
　
正
垣
セ
ツ
子

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

捨
て
難
し
児
の
摘
み
呉
れ
し
つ
く
し
ん
ぼ 

鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

　
葛
　
　
句
　
　
会
　
五
月
例
会
　
　
於
　
不
器
男
記
念
館

試
歩
の
喜
び
白
靴
の
汚
れ
て
も  

伊
藤
　
富
子

夕
映
え
の
遠
山
写
る
植
田
か
な 

岡
本
　
京
子

葉
桜
の
下
で
一
服
老
二
人 

金
谷
　
重
子

す
て
て
こ
の
似
合
う
齢
と
な
り
に
け
り 

金
谷
　
恵
子

薫
風
や
音
軽
や
か
に
風
見
鶏 

金
谷
　
文
恵

椎
の
花
盛
り
上
が
り
見
ゆ
出
城
跡 

木
下
三
千
恵

山
吹
や
水
は
清
き
を
流
れ
け
り 

駒
山
　
忠
夫

青
田
来
て
御
山
お
ろ
し
に
出
あ
ひ
け
り 

谷
　
き
よ
し

緑
陰
に
し
ば
し
の
憩
道
作
り 

布
　
　
久
光

百
選
の
水
滾こ
ん

々こ
ん

と
山
卯う

つ

ぎ木 

布
　
　
康
江

口
げ
ん
か
我
田
引
水
田
植
時 

ひ
の
た
い
ら

や
や
肥
え
し
体
型
と
な
り
て
替
衣 

正
木
　
玲
子

桃
色
の
薔
薇
に
二
、
三
歩
歩
を
返
し 

宮
地
佐
知
子

信
長
の
家
系
は
美
系
か
き
つ
ば
た 

森
田
　
す
み

誕
生
餅
背
負
う
曾ひ

孫ま
ご

や
新し
ん

樹じ
ゅ

光こ
う 

山
下
ス
ミ
子

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
五
月
例
会
　
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

春
潮
の
引
く
を
待
ち
ゐ
て
浅
蜊
掘
る 

赤
松
　
午
子

ひ
た
む
き
に
生
き
し
昭
和
や
更
衣 

稲
谷
キ
ミ
子

段
畑
の
さ
き
は
伊
方
よ
花
蜜
柑 

上
田
み
ち
子

新
緑
の
山
に
向
ひ
て
鷺
の
群 

岡
本
　
三
葉 

毘
沙
門
天
の
御
目
や
さ
し
き
牡
丹
寺 

菊
澤
　
大
和

白
鷺
が
稚
苗
を
ゆ
ら
す
田
面
か
な 

竹
内
サ
ダ
子

　宇和島市・北宇和郡中学校総合体育大会が６月１日

～６月２日の２日間行われました。

　松野中学校は、バレーボール男子が優勝したほか、

柔道男子の竹葉惇貴くん、津村宗志くん、松崎寿樹く

んが県大会出場を決めました。

松野中活躍!
!
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平成23年度役員紹介

松野町地域雇用創造促進協議会推進事業

「松野町地域雇用創造促進協議会」事業推進活動の紹介
松野町地域雇用創造促進協議会とは
　 　松野町の雇用促進を目的として結成された協議会で、平成21年度～ 23年度にわたって、厚生労働省の「地
域雇用創造促進／実現事業」として各講座・旅行商品開発を行っています。

　 　今回は、事業２年目の活動実績と23年度の事業計画をご紹介します。

皆様のスキルアップと新たな仕事に役立てて頂ければと考えます。
講座への多数の方の参加をお待ちしています。

コミュニティビジネス講座

●平成22年度講座一例

調理師・食品衛生管理者
育成講座 中国語講座

事務所：松野町ふれあい交流館観光案内所内（ぽっぽ温泉横）　TEL/FAX：２０－５３０７
ホームページ：森の国まつので暮らそう・働こう　http://www.matsuno-koyou.jp/
推進員ブログ：松野町地域雇用創造促進協議会（事業推進員ブログ）　http://kanji410.blog11.fc2.com/

講座への問合せ：担当　山田まで

 平成23年度の事業と講座実施計画
　①セミナー・講座　：　16コース実施予定
　②受講予定者数　　：　211人（事業者含む）
　※各事業を通して、松野町の雇用促進につながるよう取り組んでいます。

№ 事業名（セミナー等） 開催
回数

対象
人数

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

募 集 ／
案内時期

募集
方法 頻度 備考

1 新規果樹栽培研究講座 ５回×2 20 ４月 チラシ 1回/月 実施中

2 起業・新分野参入等コンサルティング支援事業 ５回 5 ４月 チラシ 募集中

3 ネットビジネスグループ育成講座 ５0回 10 ４月 チラシ 1回/週 実施中

4 観光ガイド･アウトドアインストラクター育成講座５回×2 20 ５月･10月 チラシ 1回/週 実施中

5 森の国グリーンツーリズム育成事業 ５回 10 ５月 21年度～継続
チラシ 1回/月 実施中

6 コミュニティビジネス講座 ３回 10 ５月 21年度
～継続

１回/
３ヶ月 実施中

7 未利用農林産物活用講座 ３回 46 ６月 チラシ 1回/週 計画中

8 Ｕ・Ｉターン受入総合窓口設置事業 ２回 ホーム
ページ他 計画中

9 就職支援事業 ５回×2 40 ６月･11月 チラシ 1回/週 計画中

10 森の国ブランド・レベルアップ事業 ３回 10 ７月 21年度
～継続 １回/月

11 外国人接客のための外国語講座 ５回×2 20 ７月･12月 チラシ 1回/週

12 調理師・食品衛生管理者育成講座 ６回 10 ９月 チラシ 1回/週

13 インターネット活用支援事業 ５回 10 12月 チラシ 1回/週

合　　　計 211

 平成22年度実績
　①セミナー・講座　：　15コース実施
　②受講者数　　　　：　327人（事業者含む）
　③就職・起業者　　：　25人

平成23年度計画表

　このたび、町では、「町勢要覧」を発行しました。
　自然観光編「また来たよ。森の国。」、人物編「出逢いがある。森の国。」、暮
らし編「森の国の暮らし」３部構成で、町の様子を広く伝える内容となっていま
す。各ご家庭に配布するほか、町ホームページ上にもWeb版を公開する予定です。
　皆さん、ぜひご覧くださいませ。

町勢要覧できました！



２０１１.７月

7

団体名等 役職名 氏　名 住　所

消 防 団

団 長 岡本　純一 松　丸
副 団 長 森　　英雄 目　黒
副 団 長 竹内　忠弘 豊　岡
第 １ 分 団 長 綱崎　　清 延野々
第１分団副分団長 山田　修三 豊　岡
第 ２ 分 団 長 渡邊　広道 目　黒
第２分団副分団長 岡村　雅人 豊　岡
第 ３ 分 団 長 八十島慶吾 蕨　生
第３分団副分団長 豊永　純一 奥野川

交 通 指 導 員

指 導 員 長山　政美 松　丸
指 導 員 河野　良美 延野々
指 導 員 川上　義繼 豊　岡
指 導 員 稲澤　幸男 目　黒
指 導 員 金谷　　浩 吉　野
指 導 員 岡本　　博 蕨　生

商 工 会

会 長 加藤　勝恵 蕨　生
副 会 長 土居　　偉 松　丸
副 会 長 曽我　啓一 吉　野
青 年 部 長 生谷　拓也 豊　岡
青年部副部長 金谷　裕貴 蕨　生
青年部副部長 山口　　哲 延野々
女 性 部 長 山口　徳子 延野々
女性部副部長 曽我　敦美 吉　野
女性部副部長 川村　智子 松　丸

行 政 相 談 員 委 員 有馬　節男 吉　野
母子寡婦福祉協議会 会 長 藤城嘉志子 吉　野

民 生 児 童 委 員

会 長 曽根　藤光 豊　岡
副 会 長 竹内　洋子 吉　野
主任児童委員 沖　留美子 松　丸
主任児童委員 上田　昌彦 吉　野
委 員 倉田　睦美 松　丸
委 員 望月　智恵 松　丸
委 員 山﨑　義和 松　丸
委 員 岡本　久人 延野々
委 員 谷中　洋子 延野々
委 員 山下　晃受 豊　岡
委 員 毛利　達晴 豊　岡
委 員 髙橋久美子 富　岡
委 員 山本　賢一 富　岡
委 員 松田　文明 上家地
委 員 岡村　正一 目　黒
委 員 岡本　朝美 目　黒
委 員 安西　博文 吉　野
委 員 安藤　正延 蕨　生
委 員 岡本　記子 蕨　生
委 員 瀧本　精二 奥野川

遺 族 会 会 長 山下　幸良 延野々

身体障害者福祉協議会 会 長 金谷　　透 蕨　生
副 会 長 谷口　次郎 豊　岡

老
人
ク
ラ
ブ

連 合 会
会 長 岡本　恒夫 延野々
副 会 長 井上　祐一 蕨　生
女 性 部 長 三好　安子 富　岡

第 一 松 乃 寿 会 会 長 山下　泰夫 松　丸
第 二 松 乃 寿 会 会 長 （調整中）
延 野 々 若 葉 会 会 長 岡本　恒夫 延野々
豊 岡 福 寿 会 会 長 関本　五郎 豊　岡
豊岡前陽気老年会 会 長 竹岡　　弘 豊　岡
富岡鶴亀友の会 会 長 井上　忠明 富　岡
上家地老人クラブ 会 長 上山　好玄 上家地
目 黒 久 留 美 会 会 長 河野　德久 目　黒
吉 野 長 生 会 会 長 鶴本　好福 吉　野
蕨 生 寿 会 会 長 井上　祐一 蕨　生
奥野川むすび会 会 長 大谷日出夫 奥野川

まちづくり青年会議 会 長 山崎　　匡 延野々
副 会 長 山田　龍治 豊　岡

団体名等 役職名 氏　名 住　所

公 民 館

中央公民館長 伊勢屋重一 奥野川
松丸地区公民館長 加形　直喜 松　丸
目黒地区公民館長 岡田　春喜 目　黒
吉野生地区公民館長 太田　安男 吉　野
分 館 長 山下　智恵 松　丸
分 館 長 光盛　　勉 延野々
分 館 長 山田　史郎 豊　岡
分 館 長 毛利　正幸 豊　岡
分 館 長 久保田光一 富　岡
分 館 長 森　　　茂 上家地
分 館 長 友岡　　純 目　黒
分 館 長 山本　和幸 吉　野
分 館 長 金谷　英樹 蕨　生
分 館 長 上岡　昭彦 奥野川

教 育 委 員 会

委 員 長 新田　正人 松　丸
委 員 毛利　峰子 豊　岡
委 員 谷　　　清 松　丸
委 員 曽我　敦美 吉　野

文 化 財 専 門 委 員

委 員 長 大内　重久 蕨　生
副 委 員 長 新城　作郎 松　丸
委 員 矢野　義昌 目　黒
委 員 眞田　長作 松　丸
委 員 猿屋　文男 奥野川

保

育

園

保
護
者
会

松丸保育園
会 長 金谷　健行 延野々
副 会 長 河野　祐一 松　丸
副 会 長 岩城　洋子 松　丸

吉 野 生

保 育 園

会 長 東　　高広 吉　野
副 会 長 岡本　昭洋 蕨　生
副 会 長 松田　聖子 吉　野

Ｐ

Ｔ

Ａ

連 合 会
会 長 山崎　　匡 延野々
副 会 長 畠山　　長 蕨　生
副 会 長 岡村　幸弘 目　黒

西 小 学 校
会 長 山田　龍治 豊　岡
副 会 長 井上　　靖 延野々
副 会 長 谷口　美佐 延野々

南 小 学 校 会 長 岡村　幸弘 目　黒
副 会 長 稲澤　　強 目　黒

東 小 学 校
会 長 畠山　　長 蕨　生
副 会 長 曽我　啓一 吉　野
副 会 長 日野　美紀 吉　野

中 学 校
会 長 山崎　　匡 延野々
副 会 長 滝本　音次 奥野川
副 会 長 友岡貴美子 目　黒

保 小 中 会 長 山崎　　匡 延野々
副 会 長 金谷　健行 延野々

人 権 擁 護 委 員
委 員 池本　　伸 吉　野
委 員 渡邊　能子 目　黒
委 員 山﨑　　修 松　丸

体 育 協 会
会 長 生谷　建一 豊　岡
副 会 長 山田　晴子 豊　岡
副 会 長 太場　　克 富　岡

文 化 協 会
会 長 眞田　容子 松　丸
副 会 長 小野　富義 松　丸
副 会 長 速水　浩子 蕨　生

交
通
安
全

協

会

松 丸 支 部 支 部 長 長山　政美 松　丸
副 支 部 長 古谷　　毅 富　岡

目 黒 支 部 支 部 長 芝　　明廣 目　黒

吉野生支部 支 部 長 安藤　正延 蕨　生
副 支 部 長 山本　　泉 奥野川

交 通 安 全 母 の 会 会 長 日野　美紀 吉　野
副 会 長 岩城　洋子 松　丸

自 衛 隊 父 兄 会 支 部 長 倉田　彰夫 松　丸

選 挙 管 理 委 員 会

委 員 長 名本　昭一 延野々
委 員 井上　俊則 目　黒
委 員 金谷　忠一 蕨　生
委 員 柳野　治示 松　丸

平成23年度　役　員　紹　介  　 （平成23年６月15日現在）
平成23年度の役員さんが決まりました、１年間お世話になります。 （順不同・敬称略）
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国民年金の保険料のお支払いが困難なときは

保険料免除制度とは
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合、
申請をして認められれば保険料の全額、または一部が免除となる「保
険料免除制度」や「一部納付（免除）制度」などがあります。免
除の期間は、申請した年度の７月から翌年の６月分までです。
　保険料の免除や猶予を受けず保険料が未納の状態で、万一、障
害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金・遺族
基礎年金が受けられない場合がありますので、ぜひ活用しましょう。
　免除された保険料は10年以内であれば、後から納めることがで
きます。ただし、２年を過ぎると加算額がつきます。
　※保険料の免除を受けるには、本人のほか、配偶者や世帯主な
どの前年所得が所得基準の範囲内である必要があります。ただし、
所得基準を超えていても災害、失業、事業の廃止などの理由によっ
て保険料が免除される場合があります。

未納にせずご相談ください
　免除申請には、年金手帳、印鑑などが必要ですが、上記の他に
も添付していただく書類が必要な場合もありますので役場窓口ま
たはお近くの「年金事務所」「ねんきんダイヤル」【☎0570－05－
1165※平日８：30～17：15】までお問い合わせください。

公園の土地を利用しませんか！
南レク公園イノベーション事業
　県が南レク公園内の用地を無償貸与します。
　県が基盤整備に必要な費用の一部を支援します。
　県が関係機関との調整をします。
　皆さん、新しい時代のニーズにあった事業を提案、実
施しませんか。
　県では、昨年度に引き続き、南レク公園の有効利用を
図るため、民間事業者の方の力を借りて、南レク公園の
整備を行っています。

○問合せ先　愛媛県南予地方局　建設企画課
　　　　　　（担当：大石、木村）
　　　　　　☎22－5211（内線419,429）
　　　　　　℻22－4830
○募集期間　平成23年６月１日～８月17日　
○ホームページへのアクセス
　愛媛県南予地方局建設部ホームページ

地デジ化に便乗した商法にご注意！

放送大学10月生募集のお知らせ

●地上デジタル放送移行に便乗したトラブル
　 　現在、利用されている地上アナログ放送は、本年７月24日に終了し、地上デジタル放送（地デジ）に移行します。期
限が迫り、アナログ放送が見られなくなることはわかっていても、地デジを見る具体的な方法がわからないといった消
費者に対し、地デジに関する知識不足につけ込んだり、不安をあおった勧誘がありますので、ご注意ください。

●地デジ移行に便乗した悪質商法の問題点
　★行政機関をかたって、アナログ放送を延長できる工事を勧誘し代金を請求する。
　★地デジ工事をかたって高額な代金を請求する。
　★業者が地デジ普及のためと集金する。
●被害にあわないために
☆ 行政機関や放送事業者が工事を理由に金銭を要求することはありません。そのよう要求があった場合は、はっきり断り
ましょう。
☆ 業者の突然の訪問には毅然とした態度で対応し、契約をせかされても、その場ですぐに契約せず、家族や周りの人に相
談しましょう。
☆ 地デジに関してわからないことがあるときは、総務省「地デジコールセンター」☎0570－07－0101までご相談ください。
☆ 断りきれずに契約した場合など、何か不安なことがありましたら下記の相談窓口までご相談ください。

【消費生活に関する相談窓口】
　　松野町産業振興課　☎42－1116　愛媛県消費生活センター　☎089－925－3700

《愛媛県消費生活センターからのお知らせ》
　消費生活における様々な疑問等について、消費者のみなさんが自らテストし、解決するお手伝い
をするために、消費生活センターのテスト施設開放事業を行います。また、テスト施設の利用が難
しい消費者のみなさんには、センター施設以外に職員が出向いて実施いたします。私たちの生活に
おいて身近なテーマをご用意しております。この機会にテストにチャレンジしてみませんか？
　テーマ例：「お米の鮮度を調べよう」、「水質を検査をしてみよう」など

　放送大学では、平成23年度第２学期（10
月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビなどの放送を利用し
て授業を行う通信制の大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、様々な目的で幅
広い世代、職業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間は８月31日まで。
　資料を無料で差し上げています。
　お気軽に放送大学愛媛学習センター（☎
089－923－8544）までご請求ください。
　放送大学ホームページでも受け付けて
おります。
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宇和島支店　国民生活事業

えひめ結婚支援センター「愛結び」会員募集開始！！
　県が開設した「えひめ結婚支援センター」（㈳愛媛県法人会連合会へ運営を委託）では、これまでの出会い
イベントの開催に加え、新たに１対１のお見合い事業「愛結び」を開始します。
　７月から県内３ヶ所に設置した「愛結びコーナー」において、お相手のプロフィールを閲覧できる「愛結び
会員」の募集を行います。結婚を望みながら出会いの機会がない独身男女の方は、ぜひご登録ください。

「知事とみんなの愛
え

顔
がお

でトーク」の傍聴者募集
　愛媛県では、知事が地域に出かけ、地域住民と気軽に意見交
換を行い、地域の意見・要望を把握し、可能なものから県政に
反映させていくため、次のとおり「知事とみんなの愛顔（えがお）
でトーク」を開催します。
　会議では、「愛顔（えがお）あふれる愛媛づくり」について、
知事が地域の皆様方に直接お話しします。
　傍聴される方を募集していますので、是非、ご参加ください。
日　時　平成23年７月29日㈮　午後３時～５時
会　場　伊方町生涯学習センター
定　員　50名（先着順）
申込方法　 ７月27日㈬までに郵便、電話、FAXまたは電子メー

ルで、住所、氏名、電話番号を記入（連絡）し、申
し込んでください。

申込先　南予地方局地域政策課
　　　　（〒798－8511　宇和島市天神町７－１）
　　　　☎：28－6143（ダイヤルイン）
　　　　℻：25－3724
　　　　E-mail：nan-seisaku@pref.ehime.jp

「家族のつどい」のご案内
　宇和島保健所では、統合失調症を発病して間

もない方の家族が集まり、情報交換や学習会を

行っています。参加を希望される方は、宇和島

保健所精神保健係までご連絡ください。

日　程　 平成23年７月20日㈬・平成23年９月
21日㈬・平成23年11月16日㈬平成24
年１月18日㈬・平成24年３月７日㈬

場　所　宇和島保健所（南予地方局２階）
対　象　 発病後おおむね10年以内の統合失調

症の方の家族

内　容　座談会・学習会など
【申し込み・問い合わせ先】
　宇和島保健所 精神保健係
　☎22－5211（内線283）

お申込・ご相談は　　融資相談担当まで

０８９５－２２－４７６６

ご商売を始められる方
始められて間もない方へ　創業相談　受付中!! 創業者向けメールマガジン　好評配信中！

公庫はあなたの創
ゆ

業
め

を応援します！
ご登録は…
日本公庫のトップページ（http://www.jfc.go.jp）から

「創業予定の方」 ⇒ 「創業者向けメールマガジン」をクリック
○主なご相談内容
・公庫の融資制度について詳しく知りたい！
・事業計画を作成するポイントを聞きたい！

○主な配信内容
・経営ノウハウ情報
・創業企業の経営事例　等

予約相談
も可能

第４水曜日
配信

9

　「愛結び」とは

　お相手のプロフィールを閲覧して個別にお引合せ
するものです。閲覧には、会員（「愛結び会員」）へ
の登録（有料）が必要です。

　「愛結びコーナー」

　会員登録やプロフィールの閲覧を行う場所です。
県内３ヶ所に設置しています。
　○東予愛結びコーナー
　　西条市朔日市779－８西条商工会館３Ｆ
　○中予愛結びコーナー
　　松山市大手町2丁目５－７ 松山商工会館
　　愛媛県法人会連合会館２Ｆ
　○南予愛結びコーナー
　　大洲市中村長畑210－39尾張屋ビル２Ｆ

　　　月～金　9：00～ 19：00
　　　　　　（曜日によって受付時間が異なります）
　　　※ 土日祭日は別会場にて登録等ができるよう

計画中です。

お問い合わせ先

えひめ結婚支援センター
　愛媛県松山市大手町２丁目５番地７
　愛媛中小企業指導センター内 
　　☎：089－933－5596（直）
　　℻：089－947－4251
　　詳しくはホームページをご覧ください。
　　ＰＣサイトhttp://www.msc-ehime.jp
　　携帯サイトhttp://www.msc-ehime.jp/m/ 

社団法人愛媛県法人会連合会
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１．職種・採用予定人員等
募集職種 区　分 人　員 職務内容 受験資格

看護職員 中級 ４名
福祉施設の看護業務に従事
※夜間勤務はありません。

① 昭和42年４月２日以降生まれで、看護師ま
たは准看護師資格を持つ人
②日本の国籍を持つ人
③ 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16
条各号のいずれにも該当しない人

２．採用年月日（予定）
　　平成23年10月１日以降　※採用当初は、南宇和郡内に所在する広域事務組合の施設になります。

３．試験の日程等
試験 日　時 内　　　　容 場　　所 合格発表

１次 ７月31日㈰
①看護師適性検査
②作文試験

宇和島市役所 ８月中旬

２次
８月下旬
※１次合格者のみ

①個別面接試験
②身体検査（健康診断表の提出による。）

宇和島市役所 ９月上旬

４．受付期間
　　平成23年６月20日㈪～７月13日㈬　※郵送の場合は締切日必着

５．受験手続
　　志願表及び資格証の写しを執務時間内に広域事務組合管理課人事係に提出

　　※ 志願表・試験案内は、広域事務組合管理課、広域事務組合の特別養護老人ホームで交付します。また、
http://www.nanpu.or.jp/よりダウンロードできます。

６．提出・問合先
　　〒798－8601　宇和島市曙町１番地
　　宇和島地区広域事務組合管理課人事係　☎22－8664

 試　　　験

【試　験　日】　平成23年10月30日㈰　10時～
【会　　場】　 県立吉田高等学校・県立八幡浜工業高等

学校　他

【願書受付】　書面申請　 ９月２日㈮～９月12日㈪まで
必着

　　　　　　電子申請　８月30日㈫～９月９日㈮まで
【試験種類】　 甲・乙・丙種の全種類（吉田会場は乙種

第４類と丙種の２種類）

【受　験　料】　甲種＝5,000円
　　　　　　乙種＝3,400円
　　　　　　丙種＝2,700円

【受験願書】　消防本部・各分署

 準備講習会

【日　　時】　９月９日㈮～９月10日㈯の２日間
　　　　　　※いずれも９時から午後４時まで

【会　　場】　 宇和島地区広域事務組合消防本部　４階
大会議室

【受　講　料】　会　員＝6,300円
　　　　　　非会員＝8,800円

【テキスト代】　法　令　1,400円
　　　　　　　実　務　1,400円
　　　　　　　問題集　1,400円（乙種４類の場合）

【そ　の　他】　 詳細については、下記事務局までお問い
合わせください。

平成23年度採用　宇和島地区広域事務組合職員募集

平成23年度　危険物取扱者試験（第2回）と準備講習会（後期）

【問合せ先】　宇和島地区広域事務組合消防本部予防課内
　　　　　　宇和島地区危険物安全協会事務局　☎22－7501
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 ○被保険者証が新しくなります
　現在お持ちの被保険者証（水色）の有効期限は、平成23年７月31日㈰です。
　８月１日㈪からは、新しい被保険者証（オリーブ色）に変わります。

　・対象者　75歳以上の人
　　　　　　　 65歳以上75歳未満で、一定の障害がある人（本人の申請に基づき、愛媛県後期高齢者医療広域連合

の認定を受けた人）

　・一部負担割合　１割または３割
　　　　　　　　　※平成22年中の所得によって決定します。
　・交付の時期　　
　　 　新しい被保険者証は７月下旬に郵送します。８月直前になっても届かない場合や不明な点がある場合は問い

合わせてください。なお、８月以降新たに75歳となる人の被保険者証は、誕生日の前月に郵送します。
　　　新しい被保険者証が届いたら、住所・氏名や一部負担割合などを必ず確認してください。

 ○限度額適用・標準負担額減額認定証
　入院時に使用する「限度額適用・標準負担額減額認定証」も７月31日が有効期限です。
　現在保有していて次の要件を満たしている人は、申請の必要はありません。被保険者証と一緒にお送りします。

　新規に交付が必要な場合は、問い合わせてください。

　　※要件　①保険料の滞納がない

　　　　　　②平成23年度の住民税が非課税の世帯

 ○保険料の通知書を送付します
　平成23年度の保険料額決定通知書を７月中旬にお送りします。
　保険料は、一人ひとりに等しくかかる「均等割額」と、所得に応じた「所得割額」の合計額です。平成23年度の
均等割額や所得割率（7.84％）は平成22年度と同じです。

　・10円未満切り捨てで、限度額は50万円です。
　・世帯の所得に応じ、均等割額の９割・8.5割・５割・２割が軽減される場合があります。
　・ 所得割額を負担する人のうち、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の人は、所得割額が５割軽減されます。
　・ 制度に加入する前日まで、会社の健康保険などの被扶養者だった人は、所得割額がかからず、均等割額も９割
軽減されます。

　※詳しくは、被保険者証と一緒にお送りする「制度のごあんない」をご覧ください。

【問合せ先】　松野町役場　町民課　後期高齢者医療制度担当　☎42－1113

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）
についてのお知らせ

一人当りの
保険料（年額）

均等割額
４１，２２７円

所得割額
基礎控除（33万円）後の
前年の総所得金額等×7.84％

＝ ＋
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れ
！
７
月
生
ま
れ◇世帯数 1,982世帯（－２世帯）

◇総人口  4,455人  （－７人）
男2,115人　　女2,340人

（５月中の異動）
  出生　２ 人  死亡　７人
  転入　５ 人  転出　７ 人
平成 23 年 5 月 31 日現在
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年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成23年７月３日㈰ 河野整形外科クリニック
丸之内　☎（22）1822

石 川 循 環 器 科 内 科
中沢町　☎（20）0320

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

篠 原 医 院
鬼北町　☎（45）3370

平成23年７月10日㈰ 林整形外科クリニック
新　町　☎（23）0007

木 村 内 科 医 院
京　町　☎（24）0030

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

大 野 内 科 医 院
鬼北町　☎（45）0141

平成23年７月17日㈰ 善 家 外 科 脳 神 経 外 科
堀端町　☎（22）1484

兵 頭 内 科 医 院
和霊元町　☎（25）2772

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

町 立 北 宇 和 病 院
鬼北町　☎（45）1221

平成23年７月18日㈷ 二 宮 整 形 外 科
桝形町　☎（25）8600

吉田内科泌尿器科医院
御幸町　☎（25）1330

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

松野町国保中央診療所
松野町　☎（42）0707

平成23年７月24日㈰ 加 藤 整 形 外 科
和霊元町　☎（22）7111

田 中 循 環 器 科 内 科
堀端町　☎（22）0504

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

鬼北町国保愛治診療所
鬼北町　☎（46）0005

平成23年７月31日㈰ 小 川 ク リ ニ ッ ク
丸之内　☎（23）3599

笹 岡 内 科
中央町　☎（24）3886

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

鬼北町国保三島診療所
鬼北町　☎（48）0074 

７月の休日当番医

行　事　予　定

７／３㈰　広見川等清掃美化作業
　　（AM ７：30 ～／場所：広見川全域）

～滑床まつり関連行事～
７／24㈰　第22回水着モデル撮影会
７／30㈯～ 31㈰
　滑床ファミリーアドベンチャー
７／31㈰　滑床渓谷沢歩き
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ん
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歳
）

８月・９月生まれの町民を募集します！
　広報まつのでは年齢・性別を問わ
ず、誕生日の町民を紹介していきた
いと考えています。
　掲載を希望される方は、総務課広
報担当までご連絡ください。
※都合により掲載できない場合もあ
りますのでご了承ください。
【問合せ先】
　☎42－1111（内線212）

　高齢者の交通事故や振り込め詐欺などの犯
罪被害を防止するために、愛媛県警が委託し
たサポーターが皆さんのお宅を訪問し、事故
防止についてなどの指導を行っています。
訪問期間
　平成23年６月１日～ 11月25日までの間
サポーターの服装　○黄色のジャケット○
 「安全・安心サポーター」と記載された黄色
の帽子を着用○身分証明証
注�意して欲しいこと
　安全・安心サポーターが、お金などを請求
することはありません。おかしいと思われた
方は、下記の番号までお問合せください。
　愛媛県警察本部交通企画課
　☎089－934－0110（代表番号）

高齢者世帯安全安心サポーターが
あなたのお宅を訪問します。

写真提供：愛媛新聞社（平成23年６月号表紙）
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